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した抗体薬物複合体(Antibody-Drug Conjugate; ADC) DS-8201a の薬効試験を実施した。PDX作製
は国立がんセンター研究所分子薬理研究分野に委託し、作製された 3 例の PDX について、手術検
体との病理組織、免疫形質発現そして、一例では NCC oncopanel(ver.4)を用いた遺伝子レベルで
の比較によって、PDX において患者腫瘍の生物学的特性が維持されていることを確認。そして、3









４． 免疫染色での HER2 +1は本当に HER2 タンパク質の発現であるかどうか、ウエスタンブロッ
トなどで検討したか。 
５． 免疫染色での ERの具体的な評価方法は。 
６． 手術検体と PDX 検体の免疫染色性が不一致である原因は何か。 
７． 今回の癌肉腫の PDX モデルでは、図 1、2、3 において癌の成分しか見られないが、肉腫成
分も移植可能で継代されていることを示す必要がある。また間質成分での HER2 免疫染色結
果も示すことが大切であると思われるがどうか。 
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つのデータはあるか。 
９． DS8201a の DAR はどのように算出したか。またマウスへの投与実験で陰性対照として生理
食塩水を使用しているが、本来は、ヒト IgG ではないか。さらに ADC が元の抗体であるト
ラスツマブと比較して効果が高いことを同様の PDX 実験で証明することが必要ではないか。 
１０．PDXを用いた治療効果予測モデルで有効とされる基準は確立しているか？ 今回の研究結
果で有意な縮小効果が得られた症例は、臨床上も有効と推定されるということでよいか？ 
１１．動物の安楽死の方法の記載が必要です。 
 
以上の、質疑に対して申請者はしっかりと対応、回答された。そして、質疑応答を踏まえて、委
員から [Thesis]に付け加えるべき内容、グラフの校正、文章校正などが指摘され、修正版の提出
がなされ、委員全員で確認した。本研究は、申請者が主体となって推進したものであり、PDX を
用いた抗がん剤の治療効果判定の有用性が示され、今後の治療開発の一助をなすものとして期待
が膨らむものである。申請者の真摯な態度・学識も併せて評価判断し、審査委員会において、学
位授与に相応しいと判断した (2020/03/16)。 
 
